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淀川区2019年度運営方針

経営課題１ 安全・安心なまちづくり

めざす成果及び戦略 １－１防災対策

【重点的取組】

若年層に訴求力の高い新規防災イベントの実施
（数値目標：新規防災イベントの参加者の満足度80％以上）

具体的取組１－１－１ 自助の取組



新規防災イベントの概要

「体感型防災アトラクション」
 脱出ゲームのようなエンターテイメントと防災教育を融合し、従来型の見て
いるだけの訓練ではなく、

「災害時のリアルな現場を、安全な環境で再現！」

 災害発生時や避難生活時に学ぶ「参加型体験学習」のスタイルを採用し、

「参加したくなる防災訓練を実現！」

 全国の自治体や企業、団体等で多くの開催実績がある中、

「大阪市主催としては初開催！」

「体感型 防災アトラクション 」は㈱フラップゼロαの登録商標です



・日本全土で発生している地震、近年では、大型台風の上陸、ゲリラ豪雨による洪水の発生など、様々な自然
災害が多発しています。
・危機感の高まる中、各地で行われている防災訓練には、これまで以上に「実効性」や「若い世代の参加促進」が
求められています。
・災害が発生した場合、必要となるのは「災害に対する備え」、共助の源となる「若手の存在」ではないでしょうか。

→全国的に「参加者の固定化・高齢化」「形骸化した避難訓練」「参加率の低下」が課題！

いつも
参加者が同じ人で
更に高齢化している・・・

これまでと違う、
新しい防災教育はないだろうか・・・どうしたら防災訓練に

若い世代が関心を持ち、
自発的に参加するのだろ
うか・・・

座学や見学だけではなく
もっと、自分自身で考える
防災教育があれば・・・

※本ページは株式会社フラップゼロα提供資料を加工して作成しています

淀川区では、こういった課題に対応するた
めの新しいタイプの防災イベントがを実施
したいと考えていました・・・

■全国的に類似している「防災訓練の課題」とは・・・

「変革」が求められる防災訓練



従来の防災訓練の課題を改善するために、自発的参加、共助の強化として、

若い世代やファミリーに人気の「脱出ゲーム」の制作・運営による
ノウハウを、今までにない新しい防災教育コンテンツとして融合。

・2015年3月「第３回 国連防災世界会議」にて発表、実施スタート。
・多くのイベントの開催実績と評判から、多数のメディアにも取り上げられています。

2015.3
産経新聞 国連防災
世界会議

2015.9.18
産経新聞

2015.9.30
日経新聞

2017.1.12
神戸新聞「要援護者
支援編」

2016.11 
朝日放送 「キャスト」 ～要援護者支援編～

2017.11 
関西TV 「報道ランナー」 ～新実の発見
にて特集～

新規防災イベントの特徴

※本ページは株式会社フラップゼロα提供資料を加工して作成しています



第１ブロック 防災レクチャー 及び 防災アトラクション ルール説明 (写真は実際の防災アトラクションの模様)
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第２ブロック 防災アトラクション 本編（スクリーンには、常に残り時間が表示。臨場感溢れるBGMやナレーションが会場中に流れています。）
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第3ブロック 最終レクチャー 及び エンディング

第１ステージに移動後、大型スクリーンより、
災害発生のニュース報道が流れ目的を把
握。

直後にタイムカウントが始まり、防災アトラク
ションがスタート。

仲間と共に、避難準備品ミッションや避難
行動ミッションなどをクリアし、制限時間内に
安全確保（脱出成功）を目指します。

災害時の基本
「自助」「共助」「公助」についての
レクチャー
自助・共助の重要性の意識を高めます。

このあと、アトラクション会場に移動。

タイムアップ後、再集合。

ここで、振り返りシートを使い、防災知識
を深めていく、最も重要な時間となります。

最終テーマである「備災」について。
過去の災害発生の模様をエンディングにて
放映。映像により、防災意識を高めます。

本編振り返りレクチャー 最終エンディング

様々な災害ミッション

チェックポイントを突破 新聞創作ミッション

見事、脱出成功！

ヒントパネルを活用せよ

巨大災害発生ニュース

事前レクチャー 自助・共助・公助の区別アトラクション会場

※本ページは株式会社フラップゼロα提供資料を加工して作成しています

イベント当日の流れ



 アプリや座学ではない、リアルな体験を通し、自分自身の防災力の現在地を認識

 チームで協力しながら取り組むことで、共助の必要性を体験
 制限時間を設定することで焦る環境を再現。災害時に重要な「決断力」が問われます
 ライフラインが閉ざされたり、街や村が孤立した場合の準備物の確認や対応力の強化

 都市型災害発生時、帰宅困難が発生した場合の社内待機の対応力の強化
 自分達の住んでいる地域の災害情報や防災対策などを認知する事が可能

 自助・共助の必要性、及び防災の意識向上

期待できる効果

※本ページは株式会社フラップゼロα提供資料を加工して作成しています



新規防災イベント実施案

項目 実施案

目的 ・区民アンケートの結果からも40歳未満の若年層の防災意識の向上が課題となって
いるため、若年層に対して訴求力の高い防災イベントを開催するとともに、体験型
の内容とすることで、防災意識の向上・知識の効果的な習得を促す。

・夏休み期間中に開催し、秋以降に各地域で実施する防災訓練への参加を促す。

参加対象 淀川区民及び淀川区の地域防災関係者

実施日時 平成31年8月4日（日）予定 ３部開催（各回150名程度）

①一般区民向け開催（１部10：00～12：00・２部13：00～15：00）
・午前と午後に各一回開催し、イベントの実施時間は2時間程度とする。
・イベントの最初20分は区役所による防災研修とし、淀川区の防災情報発信。
・「よどマガ！」６月号巻頭の「防災特集」で広報予定。

②地域防災関係者向け開催（15：30～17：00）
・18地域の防災リーダーを中心に、各地域へ参加呼びかけ予定。

実施場所 淀川区役所5・6階 会議室



淀川区2019年度運営方針

経営課題１ 安全・安心なまちづくり

めざす成果及び戦略 １－１防災対策

【重点的取組】

ＳＮＳを活用した新たな災害時の情報発信手法を

整備する
（数値目標：新たな災害時の情報発信手法の利用登録者数が2019年3月末

時点の淀川区役所Twitterフォロワー数以上）

具体的取組１－１－３ 公助の取組

参考： 2019年2月末フォロワー数 3,779人



ＳＮＳを活用した新たな災害時の情報発信手法

「淀川区防災LINE」

淀川区の公式LINE＠アカウントを活用し、淀川区の
特に重要な災害情報のみを発信

メールマガジン等の情報は発信せず、災害の重要情報
のみ発信することで気軽な登録を促す

「体感型 防災アトラクション 」は㈱フラップゼロαの登録商標です



現在の淀川区からの災害時の情報発信手法

現在、淀川区が災害発災時に独自に発信している手段はTwitterが主ですが、
Twitterユーザー以外のユーザーもカバーするため、SNSツールとして利用者が
多いLINEを活用して発災時の重要な情報をより多くの人へ届けます。

平成30年6月18日大阪府北部地震発災時の淀川区役所のTwitterによる情報発信（抜粋）



淀川区防災LINEの実施案

（参考）大阪市LINE@公式アカウント
・災害時等の情報発信の強化に向け、
平成30年12月20日（木曜日）に
公式アカウント開設。
・このアカウントでは、災害時の緊急情
報のほか、イベント情報や生活に役立
つ情報なども定期的に発信

LINE@トーク画面

 淀川区の公式LINE＠アカウントを活用し、

淀川区の特に重要な災害情報のみを発信

 メールマガジン等の情報は発信せず災害重要
情報のみ発信することで、気軽な登録を促す

 情報は一方通行だが、自動返信機能により
災害時の各種問い合わせ先を返信

【想定している発信内容】

・大規模な地震台風等の発生情報
・交通情報（電車、道路等）
・避難所開設情報
・大阪市役所関連窓口情報 等

※Twitterによる情報発信と同様、災害時に職員が対応
できる範囲で積極的に情報発信を行います。


